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算数科学習指導案

１ 日 時 平成２０年 １２月 ２日 (火)
２ 学 年 第５学年
３ 単元名 「８ くらべ方を考えよう －割合－」
４ 教材について

「割合」は、「数と計算」領域と「数量関係」領域の既習事項を多く含みこんだ学習であり、算数科の中でも難しい単元といわれている。しかし、割
合の考えは、今後の学習においても、また日常生活においてもよく出会う重要な考え方であり、確実な習熟が必要な重要単元である。

そこで、本実践では、次の３点を重視した指導を行う。

(1) 既習事項を活用して、自分たちで考え見つけていくこと
(2) 図・表・式などに表して、多様に考え解決すること
(3) 教科や総合的な学習、実生活と関連づけて活用すること

(1) 既習事項を活用して、自分たちで考え見つけていく力を育てる
割合の指導の難しさのひとつには、単元導入の難しさにある。
児童は、これまで、測定の学習をはじめとして、「くらべるときにはそろえてくらべる」ということを学習してきている。ところが、教科書の導入題

は、基準量(定員）や比較量(希望者）のちがう４つの教室について、『定員にくらべて希望者が多いのはどの教室か』を比べるという、既習の比べるこ
ととは異なる難しさを持った問題となっている。

基準量が異なる場合に、それぞれ倍を求める計算をして、倍で比べるとよいことを学習するのである。しかし、基準量が異なる場合でも倍で比べれば
いいこと。この考えは、児童にとっては大きな思考の飛躍があると思われる。

そこで、導入にあたっては、３種類の菊の伸びを比べるという問題場面を設定する。長さや伸び・生長の比較は、『何倍』という言葉を想起しやすく、
「５ 小数×小数 小数÷小数」の「小数倍」においては、ケナフの生長を倍で表す学習をしている。また、総合的な学習で育ててきた菊の生長は、児童
にとって実感を伴った身近な場面である。菊の生長を導入素材として、児童が倍で比べるとよいことを自ら見つけ出す学習にしたい。

(2) 図・表・式などに表して、多様に考え解決する力を育てる
割合の３用法の学習では、問題場面のいくつかの数量関係を把握して、正しく演算決定することが難しく、なかでもわり算による立式につまずきが予

想される。
そこで、図による問題場面や数量関係の理解と、図を手がかりとした演算決定を自力解決の手段として重視する。
図による理解のためには、数直線図と関係図を活用させたい。

「５ 小数×小数 小数÷小数」では、問題文中の数量関係を数直線図に表して、□を用いてかけ算で立式し，その□を求める式としてわり算を導い
た。数直線図は問題文中の数量関係を表しやすく，「等分除」「包含除」を乗法の逆演算として含みこむ除法の扱いが分かりやすいと考えたためである。
また、「小数倍」の問題では，『もとにする数量』と『くらべる数量』を意識させるために、関係図を用いて場面理解を図った．

本単元においても数直線図や関係図に表して、基準量・比較量・割合のどれを求める問題なのかを確実にとらえる力を養っていく。

(3) 教科や総合的な学習、実生活と関連づけて活用する力を育てる
「4 割合をつかって」では、割合の和と差・積について、『内容量が□％増量』『定価の□％引き』などの実生活でもなじみのある場面を取り上げる。

特に、教科書ではほとんど扱われていない割合の差について、『定価の３０％引きの代金』が『定価の７０％にあたる代金』になることを理解させる。
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何％引きという表示は、生活の中でよく使われるものであり、確かな理解が必要である。
「ージャンプー グラフづくり」では、統計的な活動を発展的に扱う。
「3 割合のグラフ」では、簡単な帯グラフや円グラフについて、「よむ」ことと「かく」ことの技能を扱っている。この学習を発展させて、『お菓子に

はどんな栄養があるのだろう。体にいいお菓子はどんなお菓子だろう。』を調べる目的として、数種類のお菓子の袋に表示されている栄養成分を割合（百
分率）で表してグラフ化し、グラフを比較して読み取れることを食育の視点からも考えさせる。

全体量の異なるいくつかのお菓子は、表示されている数値だけでは単純に比較できず、全体量に対する部分量の割合で比較する必要がある。
この学習によって、割合の視点からグラフに表現するよさを感じ取らせ、統計的な見方を養っていく。

５ 単元の目標
〈関心・意欲・態度〉 割合で考えることのよさを知り、これを用いて数量の関係を判断しようとする。
〈数学的な考え方〉 身近な問題で割合の和や差、積を考えて問題を解くことができる。
〈表現・処理〉 部分の全体に対する割合を帯グラフや円グラフに表すことができる。
〈知識・理解〉 割合の表し方について理解し、百分率などを用いて問題を処理する事ができる。

６ 単元の評価基準

関心・意欲・態度 数学的な考え方 表 現 知識・理解

・日常の事象を割合で考えるよ ・2 つの大きさを比べる場合に割 ・割合やくらべる量，もとにす ・割合や百分率の意味を理解している。
さや百分率の必要性に気づき， 合で考えることができる。 る量を計算で求めることができ ・百分率と小数で表された割合の関係
様々な場面で用いようとする。 ・問題の数量関係を把握し，割合， る。 や百分率の求め方，比較量の求め方を

比べる量，もとにする量の関係で 帯グラフや円グラフをよんだ 理解している。
数式に表すことや百分率を使った り，かいたりすることができる。 ・帯グラフや円グラフのよみ方，かき
問題を考えることができる。 方を理解している。

７ 単元指導計画 （１４時間）

具体の評価基準
次 時 指導内容 主な学習活動

評価基準(評価の観点・方法) Ａ 十分満足できる状況 Ｃ 指導の手立て

１ １ ・割合の意味 ・菊の生長比べを基に、 ・２つの量の比較をする時に差に着 ・数直線図や関係図などを用いて倍 ・小数倍の考え方を思
公 ・数直線図や関係図 本単元の学習課題をとら 目した方法や倍に着目した方法等を に着目した比べ方をしようとしてい い出させ、図の見方や
開 を用いた数量関係の える。 考えようとしている。（意） る。（意） 表し方を理解させる。
・ 表し方と割合の求め ・割合の意味と割合の求 ・「割合」の意味や求め方を理解し
２ 方 め方について理解する。 ている。（知）

３ ・数直線図や関係図 ・全体と部分、部分と部 ・数量を比較する時、全体と部分と ・関係図などを用いて数量の関係を ・全体量がいつでも１
を用いた数量関係の 分の割合を求める。 関係をとらえて、比べ方を考える。 とらえ、全体と部分の関係から比べ なのではなく、基準量
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表し方と割合の求め (考) 方を考え、筋道立てて説明している。 としている量が割合１
方 ・全体と部分、部分と部分の割合を (考) であることを具体物の

求めることができる。(表) ・いずれを基準量としても２量の関 比較を通して理解させ
係を割合を用いて表すことができる。る。
(表)

４ ・比べる量ともとに ・比べる量ともとにする ・もとにする量と割合を知って、比 ・多様な問題であっても数量の関係 ・関係図など、図にか
する量の求め方 量を求める。 べる量を求めることができる。(表) をとらえ、もとにする量を手際よく いて考え求める量を□

・比べる量と割合を知って、もとに 正確に求めることができる。(表) で表させて立式させる。
する量を求めることができる。(表)

２ １ ・百分率の意味 ・百分率の意味及び百分 ・百分率の意味および百分率と小数 ・百分率の意味および百分率と小数
・百分率と小数倍の 率と小数倍との関係につ 倍との関係について理解している。 倍との関係について理解している。
関係 いて考える。 （知） （知）

２ ・百分率と百分率を ・百分率の求め方を理解 ・百分率の求め方を理解し、百分率 ・百分率の求め方を理解し、百分率 ・身近な課題を設定し、
使った比べる量の求 し、百分率を使った問題 を使った問題で比べる量を求めるこ を使った問題で比べる量を正確に求 数字も小さくすること
め方 で比べる量を求める。 とができる。(表) めることができる。(表) で、意味理解ができる

ようにする。

３ ・問題作りによる一 ・割合・百分率の考え方 ・百分率、割合、比べる量、もとに ・百分率、割合、比べる量、もとに ・小数と百分率の関係
・ 般化 について練習をし、習熟 する量を求めることができる。(表) する量を正確に求めることができる。を再度理解させるとと
４ ・練習問題による習 を図る。 (表) もに、数量の関係を図

熟 式化して理解させる。

３ １ ・割合のグラフのよ ・帯グラフと円グラフの ・「帯グラフ」「円グラフ」をよむ ・「帯グラフ」「円グラフ」をよんだ ・目盛りをきちんと数
・ みかき 意味を理解し、それらの ことができる。(表) り、特徴をつかんだりできる。(表) えたり、計算によって
２ グラフをよんだりかいた ・「帯グラフ」「円グラフ」をかく ・全体と部分を確認しながら「帯グ も求めたりできること

りする。 ことができる。(表) ラフ」「円グラフ」をかき、正しい を理解させる。
かどうか資料や百分率にふり返り確
かめることができる。(表)

４ １ ・割合の差を用いた ・商品の値段で割合の計 ・値引き額を出して定価からひく方 ・「３０％引き」が定価の何倍にあ ・「３０％引き」の意
解決 算をする。 法で解き、「３０％引き」が定価の たるかと考えることのよさに気づき、味や数量の関係を図式

何倍にあたるかと考える方法にも気 筋道立てて説明している。 化して理解させる。
付いている。(考) (考)

２ ・割合の和を用いた ・もとにする量の何倍に ・もとにする量を順に考える方法で ・２つの量の和がもとにする量の何 ・線分図を用いて２つ
中 解決 あたるかを考えて、２つ 解き、２つの量の和がもとにする量 倍にあたるかと考えることのよさに の量の和の関係を調べ
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心 の量の和にあたる大きさ の何倍にあたるかと考える方法にも 気づき、筋道立てて説明している。 させ、求める量がもと
を求める。 気付いている。(考) (考) にする量の何倍になっ

ているかと考えさせる。

３ ・割合の積を用いた ・全体を１として、割合 ・比べる量を順に考える方法で解 ・２つの量のオペレータに着目し、 ・順に求める方法を確
解決 の積を考えて求める。 き、割合の積を考える方法にも気付 もとにする量の何倍にあたるかと考 実にできるようにさせ

いている。 (考) えるよさに気付き、筋道立てて説明 る。
している。 (考)

４ ・練習問題による習 ・単元全体の習熟を図る ・割合、もとにする量、比べる量を ・割合、もとにする量、比べる量を
熟 練習問題をする。 求めることができる。(表) 手際よく正確に求めることができる。

(表)

５ 公 ・割合を表すグラフ ・資料を分類整理し、そ ・資料を円グラフや帯グラフに表す ・資料を目的にもとづいて適切にグ ・数量の関係を図式化
開 の活用 れを円グラフ・帯グラフ ことができる。(表) ラフに表すことができる。(表) して理解させる。

などを用いて表す。 ・グラフに表してわかることをよみ ・グラフから相違点や共通点をよみ
とることができる。(表) とり目的にいかすことができる。(表)

８ 第１時の指導案
(1) 第１時の目標
・線分図や関係図などを用いて倍に着目した比べ方をしようとする。 (関心・意欲・態度)
・割合の意味と割合の求め方について理解する。 (知識・理解)
(2) 展開

過程 指 導 内 容 主な学習活動 ○主な発問 ・予想される反応 指導上の留意点 評 価

２分間暗算練習に取り組む。

導入 菊の生長を振り返る。 菊の生長を振り返り、苗からの生長に違いがあったことを確かめる。画像を利用して生長を振り返る。
問題を把握すること

苗のときと比べて、どの菊が一番伸びたといえるでしょう。

菊の色 苗のときの高さ(cm) 今の高さ (cm) 『苗のときと比べて』という語句に
黄色 ８ ７２ 着目させる。
白色 １６ １２０
赤色 １２ １０２ Ｂ

・白色の菊が一番高くなっているから、白色ではないか。 ・伸びをイメージしやすいテープ図 差に着目した
・引き算したら白色が一番伸びている。 に表し、８ｃｍをもとの高さをする 方法や倍に着
・でも、苗のときの高さは白色が一番高くて、黄色が一番低かっ と７２ cm は９倍になっていること 目した方法等
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たんだ。 に気づかせる。 を考えようと
・苗のときに低かった割には、黄色は伸びているのかもしれない。 し て い る 。

自力 本時のめあてを把握するこ （意）
解決 と もとになる数量がちがうものの比べ方を考えよう。 ・児童の発言から、線分図や数直線

図・関係図へと発展させていく。 Ａ
集団 考えを出し合うこと ○どう比べたらいいかを発表しよう。 ・図や式・言
解決 ・黄色は、高さが 9倍になっている。 葉をつかって

・白色や赤色も何倍になっているかでわかりそうだ。 説明しようと
数量の関係を図に表すこ ○黄色の菊が苗のときの高さと今の高さとがどうなっているのかを し て い る 。
と 図に表して考えてみよう。 (表)

・８ｃｍをもとの高さをすると
７２ cmは９倍になっている。 もとにする量 比べる量

・小数倍では、関係図をかいて □倍
□倍をつかって立式した。 苗８ｃｍ 今７２ｃｍ

・もとにする量と比べる量を明確に Ａ
図から立式し、何倍かを ○白色や赤色の伸びも図に表して、何倍になっているか求めよう。 させて立式させる。 ・数直線図や
求めること ・白色は、関係図から、 関係図などを

１６×□＝１２０ １２０÷１６＝□で７.５倍に伸びている。 用いて倍に着
・赤色は、 目した比べ方

１２×□＝１１４ １１４÷１２＝□で９.５倍に伸びている。 ・「もとになる数量がちがうもので が で き る 。
も、比べる量がもとにする量の何倍 (表)

比べ方と「割合」の意味 ○もとになる数量がちがうものの比べ方をまとめよう。 になっているかで比べられる」こと。
を知ること 「何倍になっているかを表した数を

割合ということ」をおさえる。
適用 割合が１より小さい場合 ○割合を求めて比べてみよう。

の比較 Ａ
どのチームが一番よく勝ったといえるでしょう。 ・もとにする数量と比べる数量を明 ・割合の意味

確にさせて立式させる。 と割合の求め
チーム 試 合 数 勝った試合数 方について理
Ａ １２ ６ ・全部の試合に勝っていれば割合は 解している。
Ｂ １０ ７ 「１」になることから、勝った数の （知）
Ｃ １５ ９ 割合が「0.7」のＢチームがよく勝っ

・３チームとも試合した数がちがうんだ。 たといえることを確かめる。
・もとにする数より比べる数が小さくなっている。

○図に表して、３チームの勝った試合数の割合を求めよう。
終末 次時の予告 ○教科書 P39 の問題『定員とくらべて希望者の多い教室』は、ど

う考えたらいいだろう。図と式と言葉で予習しておこう。

８ｃｍ

７２ｃｍ

もとの高さ

８ｃｍ ７２ｃｍ

もと くら

１ □

０
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８ 第１２時（中心授業）の指導案
(1) 本時の目標
・もとにする量の何倍にあたるかを考え、２つの量の和にあたる大きさを求めることができる。（考え方）

(2) 展開

過程 指 導 内 容 主な学習活動 ○主な発問 ・予想される反応 指導上の留意点 評 価

導入 本時の課題と問題場面を 本時の課題を知る。
把握すること

もとにする道のりの何倍にあたるかを考えて、道のりを求めよう 線分図や関係
図を用いて、

家から店までの道のりは２ｋｍあり、店から駅までの道のり もとにする量
はその１．６倍あります。 を順に考える

家から店を通って駅まで行くと、道のりは何ｋｍありますか 方法で解き、
２つの量の和

図で問題場面や数量関係 ○問題文から分かることを図に表そう。 ・黒板に情景図を提示し、もとにす がもとにする
を理解すること ・家から店までは２ｋｍ。 る数量を考えさせ、解決の見通しを 量の何倍にあ

・店から駅までは１．６倍。 持たせる。 たるかと考え
・家から店までの２ｋｍがもとにする量だ。 る方法にも気

付いている。
自力 図から立式し、道のりを ○図と式で道のりを求めよう。 ・既習事項を生かし、図と式を使っ (考)
解決 求めること Ａ：２× 1.6＝ 3.2 Ｂ：１＋ 1.6＝ 2.6 て解き方を考えさせる。

２＋ 3.2＝ 5.2 ２× 2.6＝ 5.2 ・解決できた児童には、別の求め方
：２＋２× 1.6＝ 5.2 ：２×(１＋ 1.6)＝ 5.2 を考えさせる。 Ａ

・２つの量の
集団 解決の方法を出し合うこ ○図や式を出し合おう。 ・図と式とを対応させながら、各自 和がもとにす
解決 と の考え方を説明させる。 る量の何倍に

あたるかと考
解決の方法を比較検討す ○明解な求め方はどうだろう。 えて解き、説
ること ・Ａは順に求めるやり方だ。 ・ねらいに即した解決方法を検討さ 明できる。

・Ｂはもとにする２ｋｍから、比べる道のりを一度に求めている。せる。

適用 もとにする量の何倍にあ ○もとにする量の何倍にあたるかと考えて求めてみよう。
たるかと考えて求めてみ これまで１ふくろ 250ｇだったおかしを 10％増量して売っ ・めあてに立ち返りふり返らせる。
ること ています。いま売っている１ふくろは何ｇありますか。

終末 学習をふり返ること ○本時の学習をふり返ってみよう。



- 7 -

８ 第１５時（配当外）の指導案
(1) 目標
・お菓子の栄養成分を百分率で比較する活動を通して、グラフに表す方法やグラフ化するよさがわかる。 (知識・理解)
・グラフから栄養成分について相違点や共通点をよみとり、目的にいかすことができる。 (表現)
(2) 展開

過程 指 導 内 容 主な学習活動 ○主な発問 ・予想される反応 指導上の留意点 評 価

２分間暗算練習に取り組む。

導入 お菓子の袋を見て、好みや食べすぎた経験などを出し合う。 実物を提示する。
目的を把握すること

食べ過ぎるとよくないお菓子はどんなお菓子だろう。

・あまいお菓子は食べ過ぎるとよくないと思う。
・からいお菓子もきっとよくない。
・どんなお菓子でも、食べ過ぎはよくない。

○お菓子にはどんな栄養成分がふくまれているだろう。 栄養成分表に着目させる。
菓子名 ﾋﾞｽｹｯﾄ ｽﾅｯｸ

栄養成分 9.2gあたり 125gあたり
たんぱく質 ０．６ｇ １．６ｇ
脂 肪 ２．３ｇ １８．５ｇ
炭水化物 ６．１ｇ ９８．４ｇ
食 塩

・数字がいろいろあってよくわからない。 全体量が違うので、数字だけでは単
・割合でくらべるといいんだ。 純に比較できないことに留意させる。

課題を把握すること おかしの栄養成分を割合(百分率)で比べよう。

自力 百分率を求めること ○ﾋﾞｽｹｯﾄの炭水化物の百分率を求めてみよう。 図に表して数量の関係を確認させる。
解決 ・もとにする量と比べる量はどれだろう。

・９．２×□＝６．１だから６．１÷９．２をすればいい。
・百分率になおすには、×１００をすればいい。

○それぞれのお菓子の栄養成分を百分率表にまとめよう。 電卓を使って計算させ、百分率表に
まとめさせる。

グラフに表すこと ○それぞれのお菓子の栄養成分をグラフに表そう。
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集団 グラフをよみとること ○グラフにしてきづいたことを出し合おう。 それぞれのお菓子の栄養成分につい
解決 て相違点や共通点に着目させる。

目的の視点からよみとらせる。

終末 食育の視点から見直すこ ○「お菓子の先生」の話を聞こう。
と

資料：お菓子 栄養成分の百分率表 例

Ｃ Ｂ Ａ
たんぱく質(%) ９ １ ７
脂 肪 (%) ３８ １５ ２５
炭水化物(%) ５０ ７９ ６６
全体 (g) １００ １２５ ９２

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ

Ｂ

Ｃ

たんぱく質(%)

脂 肪 (%)

炭水化物(%)


